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介護と介護事業を守り、よくする！研修シリーズ

1

天晴れ介護サービス

総合教育研究所（株）

代表取締役 榊原宏昌

Appare Care Service Monthly Journal

法令や制度が苦手（好きでない）な方へ
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■法令や制度が苦手（好きでない）な方へ

マンスリー･ジャーナル「月刊介護ニュースダイジェスト」

■信じてもらえないかもしれませんが……

私も法令や制度、そして最新情報については

苦手ですし、あまり好きでないですし、

正直、あまり興味もないのです（笑）

■ただ、そうも言ってられない立場なので……

毎週のメルマガに加えて、毎月話す機会を作ってしまい

法令や制度、最新情報に触れる機会を作ろうと思って始めたのが

このマンスリー・ジャーナルです

マンスリージャーナルについて
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■ライブセミナー 21:00～21:45

ご意見/ご感想/ご質問などのコメントを是非入れて下さいませ

■セミナー後「アーカイブ動画」をご覧頂けます

｢PDF資料」はアンケートにご回答頂けた方にお送りします

※リーダーズ･プログラム（年会費）､その他該当会員の方は

ライブラリより、動画・資料をご覧頂けます。

■これまでのセミナー動画＋資料は、

一般販売（レンタル）も行っています（500本超！）

ご受講にあたって
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講師プロフィール
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◎昭和52年、愛知県生まれ 介護福祉士、介護支援専門員

◎京都大学経済学部卒業後、平成12年、特別養護老人ホームに介護職として勤務

◎社会福祉法人、医療法人にて、生活相談員、グループホーム、居宅ケアマネジャー、

有料老人ホーム、小規模多機能等の管理者、新規開設、法人本部の実務に携わる

◎15年間の現場経験を経て､平成27年4月｢介護現場をよくする研究･活動｣を目的に独立

◎著書、雑誌連載多数。講演、コンサルティングは年間400回を超える

◎ブログ、facebook、毎朝5:55のライブ配信など毎日更新中

◎YouTubeや動画ライブラリーでは500本以上の動画を配信

◎介護と介護事業を守り､よくする！｢事業経営＆教育インフラ｣リーダーズ･プログラム（年会費制）主催

◎4児の父、趣味はクラシック音楽

◎天晴れ介護サービス総合教育研究所 https://www.appare-kaigo.com/ 「天晴れ介護」で検索

■日本福祉大学 社会福祉総合研修センター 兼任講師

■全国有料老人ホーム協会 研修委員 ■稲沢市 地域包括支援センター運営協議会委員

■7つの習慣アカデミー協会 認定ファシリーテ―ター

■出版実績：中央法規出版、日総研出版、ナツメ社、その他10冊以上

■平成20年第21回ＧＥヘルスケア・エッセイ大賞にてアーリー・ヘルス賞を受賞

■榊原宏昌メールアドレス sakakibara1024@gmail.com
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介護現場をよくする研究・活動
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➢facebook、ブログ等を毎日更新、情報発信
➢天晴れ介護サービス総合教育研究所YouTubeチャンネル 週１～２回動画配信
➢メルマガ（日刊：介護の名言、週刊：介護現場をよくする研究＆活動通信）
➢以上の情報はHP（「天晴れ介護」で検索）よりどうぞ
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介護現場をよくする研究・活動
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■よい介護職はいても、よい介護現場はなかなかない……

・１人１人がよくなるだけでは、うまくいかない

・チーム、組織、目標、計画、ルール

リーダーシップ、コミュニケーションなどが必要

・「介護現場」をよくすることで

利用者はもちろん、職員も幸せになれる！

・人と人とがお互いに学び合い

気持ちよく支え合える社会づくり
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天晴れ介護サービス「ACGs」！
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著書・雑誌連載
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内容

利用者・職員から選ばれる！

介護サービス
経営の教科書
人を大切にする経営｢10｣の極意

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

内容■1月の12トピックス
都道府県が設置している介護生産性向上相談センター
厚生労働省が2023年12月に公表した介護DXのKPI
職員の離職防止・定着率向上のポイント
１ON１の進め方と注意点
介護職の魅力発信で難局を打開
介護保険総費用は14.3兆円
外国人訪問介護解禁に向け体制強化（2025年予算案）
処遇改善加算の計画書、来年度分の提出期限を後ろ倒しに
富山県の介護保険
経営情報DB 1月6日から運用・報告開始
2024年6月の介護保険サービス（報酬改定後データ）
命を守る「TKB」

■介護保険部会＆介護給付費分科会ダイジェスト！
「2040年に向けたサービス提供体制等のあり方」検討会（第１回）
（１）人口減少スピード（高齢者人口の変化）の地域差が顕著となる中、
サービス需要の変化に応じたサービスモデルの構築や支援体制

（２）介護人材確保・定着、テクノロジー活用等による生産性向上
（３）雇用管理・職場環境改善など経営への支援
（４）介護予防・健康づくり、地域包括ケアと医療介護連携、認知症ケア
※それぞれの課題と論点について
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内容2月の内容 30トピックス！
・訪問介護事業所のホームページ開設・改修に補助 ・訪問介護は集合住宅型を分けて調査
・訪問介護の支援、事業所の協働化に最大200万円
・食料品価格高騰、重点支援交付金による支援を要請
・福岡県 在宅のハラスメント対策マニュアル公表 ・カスハラ条例、国に先駆け地方で
・介護職と全産業の給与格差、年収で110万円超 ・介護職員への一時金、実施要項を通知
・処遇改善加算、年収440万円以上の要件を弾力運用
・介護事業者の保険外サービスを後押し（経産省方針） ・介護休業、中小の取得促す
・居宅介護支援 逓減制緩和の状況 ・適切なケアマネジメント手法の認知状況
・ケアマネの負担減、働きやすい横浜目指す
・2040年地域性でサービス提供モデル議論 ・地域特集（長崎県の介護保険）
・地域包括ケア学会 地域アセスメントの重要性
・地方の深刻な実情訴え 政治と介護を紡ぐ会
・SWOT分析による経営戦略立案
・新加算の算定状況2024年4月サービス分
・BCP未策定の減算、経過措置の終了期限迫る
・LIFEフィードバック全関連加算で掲載開始
・生産性向上加算、算定していない理由とは？ ・WHO-5（精神的健康状態表）
・介護事業所のWi-Fi利用料、利用者から徴収可
・複雑化した介護保険「なぜ？」解消へ
・障害福祉サービス 運営指導・監査の強化へ
・良好と思える分野 最多は「医療・福祉」
・床ずれの研修資料 ・書籍紹介「介護格差」
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訪問介護事業所のホームページ開設・改修に補助
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚生労働省は今年度の補正予算で全国の訪問介護事業所に補助を出す。約90億円を

新たに投入し、ホームヘルパーの確保に向けた広報や研修体制の整備などを後押し
する。訪問介護の深刻な人手不足を踏まえた対策。厚労省は今月公表した実施要綱
で事業の詳細を明らかにした。

ヘルパーの確保、利用者の確保を目的として、リーフレットやチラシなどの広報宣
材を作成・印刷したり、ホームページを開設・改修したりする経費として、1事業所
あたり30万円を補助する。申請書類は処遇改善加算と一体化して示す考えだ。

厚労省はあわせて、研修体制の整備についても1事業所あたり10万円を補助する。対
象経費の例としては、
◯人材の資質向上や定着促進に資する効果的な研修カリキュラムの作成・見直しや
キャリアアップの仕組みづくりにかかる費用
◯介護職員のスキルアップに向けた研修の受講にかかる費用
◯職員の資質向上に必要な取り組みの費用として実施主体（原則都道府県）が認め
るもの
などをあげている。
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訪問介護事業所のホームページ開設・改修に補助
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚労省はこのほか、中山間地域・離島などにある事業所の人材確保の取り組みにも
補助を出す。不利な地理的条件を考慮し、
◯インターンの受け入れや職場体験会を実施するにあたり、定期船の運航時間など
の事情で参加者の滞在が必要となる場合にかかる費用
◯都市部の合同説明会や就職フェアなどに出展する場合の移動にかかる費用
などを対象として、1事業所あたり30万円を補助する。

あわせて、小規模な事業所の協働化・大規模化の支援、利用者宅で新人ヘルパーを
支える同行支援、ヘルパーの常勤化の支援にも補助を出すとした。
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訪問介護は集合住宅型を分けて調査
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚生労働省は今年5月に、介護事業者の経営状況を把握するための調査（経営概況調
査）を新たに実施する。介護保険の全てのサービスを対象とする。

倒産や休廃業が増えている訪問介護については、集合住宅への訪問が全体に占める
割合や主な移動手段、平均的な移動時間などを聞く質問項目を新設する。集合住宅
に併設して効率的に運営している事業所と、点在する高齢者宅を個別に訪ねる事業
所とを区別し、それぞれの経営状況を把握する考えだ。厚労省は13日に開催した審
議会でこうした方針を説明。大筋で了承を得た。

この調査では、昨年度と今年度の決算を対象として介護報酬改定の影響を探る。結
果は今年の年末にも公表し、その後の改定に向けた議論に活用する考えだ。

訪問介護をめぐっては、今年度の改定で基本報酬が引き下げられて衝撃が広がった
が、こうした国の調査での高い利益率が判断の根拠とされた経緯がある。このため
厚労省に対し、集合住宅型の事業所と地域型の事業所とを分けて経営状況を把握す
るよう求める声が多く寄せられていた。
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訪問介護の支援、事業所の協働化に最大200万円
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚生労働省は今年度の補正予算で、経営環境が厳しい訪問介護の事業者への新たな
支援策を講じる。実施要綱を通知してその全容を明らかにした。複数の小規模な事
業者が連携し、共に人材確保や経営改善を図る協働化・大規模化の取り組みに補助
を出す。

1つの事業者グループあたり最大で200万円。対象経費としては、人材の一括採用、
合同研修会の開催、物品の共同購入、人事管理や請求業務のシステムの共通化、ICT
インフラの整備などをあげた。

補助対象の要件は、事業者グループの中に次のいずれかに該当する小規模な法人を
含むこととした。
◯ 1法人で1つの事業所を運営する法人
◯事業所の月の延べ訪問回数が平均200回以下の法人
◯事業所の職員数が常勤換算で平均5人以下の法人
◯事業所が全て中山間地域、離島などに所在する法人
※訪問介護、夜間対応型訪問介護、定期巡回・随時対応サービスが対象
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食料品価格高騰、重点支援交付金による支援を要請
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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福岡県 在宅のハラスメント対策マニュアル公表
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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カスハラ条例、国に先駆け地方で

18
シルバー新報 2025年1月31日
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介護職と全産業の給与格差、年収で110万円超
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※介護のニュースサイトJOINT参照

多くの業界が賃上げの波に乗るなか、介護業界は置き去りにされている。そんな厳
しい現実が改めて浮かび上がった。介護職で組織する労働組合「UAゼンセン日本介
護クラフトユニオン（NCCU）」は30日、最新の「賃金実態調査」の結果を公表した。

それによると、月給制で働く介護職の昨年7月の平均月給は26万5711円。処遇改善加
算の拡充など国の施策の効果もあり、同年3月と比べて7414円上がっていた。

ただ、全産業平均との格差は拡大している。2023年は5万5640円、昨年は6万4489円。
人材確保や離職防止に向けて縮小が求められるなか、逆に8849円拡がっていた。

ボーナスなどを含む年収でみると格差は更に大きい。介護職の2023年の平均は396万
1000円。全産業平均は506万9400円で、その差は110万8400円だった。前年より6万
6700円拡がっている。

この調査は、NCCUの組合員を対象として昨年9月から10月に実施されたもの。月給
制の介護職2159人から回答を得ている。
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介護職員への一時金、実施要項を通知
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚生労働省は7日、今年度の補正予算で交付する介護事業所・施設への補助金（＊）
の実施要綱を都道府県に通知した。
＊介護人材確保・職場環境改善等事業。

常勤の介護職員1人あたり、およそ5.4万円の一時金を支給できる規模。10日には公式
サイトに通知を掲載。介護保険最新情報のVol.1352で関係者に広く周知した。

この通知には、来年度の処遇改善加算の計画書などと一体化した申請様式も盛り込
まれている。厚労省は近く、入力用のExcelファイルを処遇改善加算の公式ページに

掲載する予定。個々の事業所・施設に交付する補助金の金額は、「ひと月あたりの
介護総報酬×サービスごとの交付率」とした。
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介護職員への一時金、実施要項を通知
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※介護のニュースサイトJOINT参照

厚労省は補助金の交付要件として、次の3点のいずれかを実施している、または実施

を計画していることと明記した。介護現場の生産性向上、介護職員の負担軽減、職
場環境の改善を重視し、その実現につながる取り組みを求めた格好だ。
（1）業務の洗い出しや棚卸しなど現場の課題の見える化
（2）委員会やプロジェクトチームの立ち上げ、外部の研修など、業務改善活動の体
制の構築
（3）業務内容の明確化と職員間の適切な役割分担

この補助金は、一時金の支給など介護職員の賃上げだけでなく、事業者の裁量で生
産性向上や職場環境の改善の経費に充てることも可能。処遇改善加算を算定してい
る事業所・施設が対象で、居宅介護支援や福祉用具貸与、訪問看護などは対象外と
されている。

厚労省は通知にこうしたルールを明記した。あわせて、「この補助金による賃上げ
は処遇改善加算による賃上げ額に含めない」「補助金の交付額は、同一の事業者が
運営する他の事業所・施設（補助金の対象事業所・施設に限る）の環境改善経費、
または人件費などに充てることができる」とも説明した。
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処遇改善加算、年収440万円以上の要件を弾力運用
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※介護のニュースサイトJOINT参照

今年度の介護報酬改定で拡充・一本化した処遇改善加算について、厚生労働省は来
年度からルールの一部を変える。上位区分の取得率の向上につなげる狙いがある。

ルール変更の1つが、介護職員の年収の水準に関する以下の要件の見直しだ。これは
加算II以上の取得に欠かせない重要な要件。小規模な事業所などの一部では高いハー
ドルと捉えられている。

キャリアパス要件IV：経験・技能のある介護職員のうち1人以上は、賃上げ後の給与
が年440万円以上であること

厚労省は今年度中に限って、月8万円の賃上げを行った職員がいれば要件を満たすと

する経過措置を設けている。来年度からはこれを撤廃するが、代わりにより弾力的
な運用を認める方針を打ち出した。

10日に公表した新たな通知とQ&Aにその旨を明記。以下のケースにあたる「合理的
な説明」があれば、要件の例外として扱うと記載した。
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処遇改善加算、年収440万円以上の要件を弾力運用
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※介護のニュースサイトJOINT参照

◯小規模事業所などで職種間の賃金バランスに配慮が必要な場合

◯職員全体の賃金水準が低い、地域の賃金水準が低いなどの理由により、直ちに年
440万円までの賃上げが困難な場合

◯年440万円の賃上げを行うにあたり、規程の整備や研修・実務経験の蓄積などに一
定の期間を要する場合

過去の通知にも同様の例外規定はあったが、今回はより幅広く、具体的かつ明示的
に示した格好だ。Q&Aでは「合理的な説明」についても解説。上記のケースに該当

するか否かについて、「指定権者の判断により、幅広く認められる」との解釈を掲
げ、自治体に弾力的な運用を促した。

厚労省はこのほか来年度の見直しで、キャリアパス要件のI〜IIIに設けている経過措
置を1年延長したり、職場環境等要件を事業者の誓約で満たせるようにしたりする措
置を講じる。
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介護事業者の保険外サービス後押し（経産省方針）

24

※介護のニュースサイトJOINT参照

高齢者の生活を支える介護保険外サービスの産業振興に向けた検討会を経済産業省
が立ち上げた。1月31日に初会合を開催。今後、介護保険サービスと保険外サービス

を組み合わせて提供する事業者も後押しの対象とする方針を打ち出した。今年度末
にとりまとめを公表する意向を示した。

介護事業者の間では現在、キャッシュポイントを増やそうと保険外サービスへの関
心が高まっている。国が道しるべを立てれば、業界の動向に少なからぬ影響を与え
そうだ。経産省は検討会で、これから2040年頃にかけて高齢者の増加や現役世代の

減少が急速に進むことを念頭に「介護保険制度など公的サービスの内容や対象をこ
のまま維持することは困難」と指摘。高齢者の生活の支援や介護離職の防止が大き
な課題になるとして、多様な主体による保険外サービスの産業振興を図る立場を明
確にした。

保険外サービスの具体像としては、家事や各種手続き、外出、趣味といった高齢者
の生活支援だけにとどまらず、仕事と介護を両立させる家族への支援も含めること
を想定。これらを「高齢者・介護関連サービス」として幅広く捉え、その普及・浸
透に向けた具体策を講じていく構えをみせた。
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介護休業、中小の取得促す

25
日本経済新聞 2025年2月13日

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

居宅介護支援 逓減制緩和の状況

26
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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適切なケアマネジメント手法の認知状況
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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ケアマネの負担減、働きやすい横浜目指す
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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2040年地域性でサービス提供モデル議論
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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2040年地域性でサービス提供モデル議論
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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地域特集（長崎県の介護保険）
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シルバー産業新聞 2025年2月10日
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地域包括ケア学会 地域アセスメントの重要性

32
シルバー新報 2025年1月24日
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地方の深刻な実情訴え 政治と介護を紡ぐ会
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シルバー新報 2025年1月31日
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SWOT分析による経営戦略立案

34
日経ヘルスケア 2025年2月号
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新加算の算定状況2024年4月サービス分

35
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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新加算の算定状況2024年4月サービス分

36
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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BCP未策定の減算、経過措置の終了期限迫る

37

※介護のニュースサイトJOINT参照

経過措置の終了まであと2ヵ月を切った。未対応の事業所・施設はできるだけ早めに
動いた方が良さそうだ。昨年4月の介護報酬改定では、感染症や災害の発生を想定し
たBCP（業務継続計画）を策定していない事業所・施設に対し、報酬の減算が新たに
導入された。厚生労働省は準備期間として1年間の経過措置を設けたが、それが3月
31日をもって終了する。

全サービス【業務継続計画未実施減算】
感染症と災害のいずれか、または両方のBCPが未策定の場合に報酬を減算する。
◯施設・居住系サービス：所定単位数の100分の3を減算
◯その他のサービス：所定単位数の100分の1を減算

【経過措置】令和7年3月31日までの間、感染症の予防及びまん延の防止のための指

針と非常災害に関する具体的計画を整備している場合は、減算を適用しない。訪問
系サービス、福祉用具貸与、居宅介護支援については、令和7年3月31日まで減算を
適用しない。新年度の4月1日からは、居宅介護支援や訪問介護などを含む全ての
サービスで減算が適用されることになる。厚労省は公式サイトで、BCP策定支援の資
料や研修動画などを掲載し活用を促している。
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LIFEフィードバック全関連加算で掲載開始
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シルバー新報 2025年1月31日
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生産性向上加算、算定していない理由は？

39
日経ヘルスケア 2025年2月号
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WHO-5（精神的健康状態表）

40
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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介護事業所のWi-Fi利用料、利用者から徴収可

41

※介護のニュースサイトJOINT参照

インターネットの利用が要介護の高齢者にも広がるなか、ニーズに応えるべくWi-Fi
環境を整備する介護施設などが増えていることを踏まえ、厚生労働省は13日に新た
な通知を発出した。Wi-Fiなどの通信設備の利用料を利用者から徴収することの可否
について、「徴収は可能」と明記。介護保険最新情報のVol.1355で関係者に広く周知
した。

特養や老健といった介護施設やショートステイ、グループホーム、介護付きホーム、
通所介護、通所リハなど幅広いサービスが対象となる。介護事業者はこれまでも、
Wi-Fiなどの利用料の徴収を禁止されていたわけではない。厚労省は今回、ルールを
明確化するために改めて解釈を示した格好だ。

きっかけの1つは事業者団体からの働きかけだった。特養の経営者らで組織する全国
老人福祉施設協議会は今年1月、厚労省に要望書を提出。「多くの施設でWi-Fi環境な
どの整備費が持ち出しになっている。これがWi-Fi導入の障壁となっている」などと
問題を提起し、ルールを明確化して自治体に周知するよう求めていた。
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複雑化した介護保険「なぜ？」解消へ

42
シルバー新報 2025年1月31日
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障害福祉サービス 運営指導・監査を強化へ
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シルバー新報 2025年2月7日
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良好と思える分野 最多は「医療・福祉」
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シルバー新報 2025年1月31日
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床ずれの研修資料

45
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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書籍紹介「介護格差」

46
シルバー産業新聞 2025年2月10日
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内容2月の内容 30トピックス！
・訪問介護事業所のホームページ開設・改修に補助 ・訪問介護は集合住宅型を分けて調査
・訪問介護の支援、事業所の協働化に最大200万円
・食料品価格高騰、重点支援交付金による支援を要請
・福岡県 在宅のハラスメント対策マニュアル公表 ・カスハラ条例、国に先駆け地方で
・介護職と全産業の給与格差、年収で110万円超 ・介護職員への一時金、実施要項を通知
・処遇改善加算、年収440万円以上の要件を弾力運用
・介護事業者の保険外サービスを後押し（経産省方針） ・介護休業、中小の取得促す
・居宅介護支援 逓減制緩和の状況 ・適切なケアマネジメント手法の認知状況
・ケアマネの負担減、働きやすい横浜目指す
・2040年地域性でサービス提供モデル議論 ・地域特集（長崎県の介護保険）
・地域包括ケア学会 地域アセスメントの重要性
・地方の深刻な実情訴え 政治と介護を紡ぐ会
・SWOT分析による経営戦略立案
・新加算の算定状況2024年4月サービス分
・BCP未策定の減算、経過措置の終了期限迫る
・LIFEフィードバック全関連加算で掲載開始
・生産性向上加算、算定していない理由とは？ ・WHO-5（精神的健康状態表）
・介護事業所のWi-Fi利用料、利用者から徴収可
・複雑化した介護保険「なぜ？」解消へ
・障害福祉サービス 運営指導・監査の強化へ
・良好と思える分野 最多は「医療・福祉」
・床ずれの研修資料 ・書籍紹介「介護格差」

47
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■法令や制度が苦手（好きでない）な方へ

マンスリー･ジャーナル「月刊介護ニュースダイジェスト」

■信じてもらえないかもしれませんが……

私も法令や制度、そして最新情報については

苦手ですし、あまり好きでないですし、

正直、あまり興味もないのです（笑）

■ただ、そうも言ってられない立場なので……

毎週のメルマガに加えて、毎月話す機会を作ってしまい

法令や制度、最新情報に触れる機会を作ろうと思って始めたのが

このマンスリー・ジャーナルです

マンスリージャーナルについて
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継続的な学習の重要性！
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■成長のために

・ギャップを埋める＆強みを活かす

・時間とエネルギーをかけた分だけ成長する

・よい情報を浴び続ける、そういう環境に身を置く

・成長は螺旋階段、その時々で受け取るものも違う

・ミラーニューロン効果（思考･行動に影響､時間差で効果！）､感度が高まる

・知れば知るほど分からないことが増える、知りたいことが増える

・学びが理想をつくり、理想が学びを生む

■メンテナンスのために

・いつも良い状態を保てるとは限らない……。

・定期的に軌道修正させてくれる、人・環境の存在が必要

■自分自身、そしてチームワーク

・シャンパンタワー：自分が満ち足りて、人を満たすことができる

・研修はチームで参加､普段は話さないことも話す､施設を越えた連携

Copyright (c) hiromasa sakakibara.All rights reserved.

継続的な学習の機会を持つために

50

動画
オンライン
研修

対面
研修

影響力・インパクト

回数・頻度

習慣化 ＝ インパクト × 回数
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内容介護現場をよくするライブラリー

51
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研修･動画の内容
経営から現場まで500本以上！

52

 経営者・経営幹部向けセミナー（20時間相当＋α）

 管理職向けセミナー（20時間相当＋α）

 ケアマネジャー向けセミナー（10時間相当＋α）

 全職員向け法定研修シリーズ（10時間相当＋α）

 新人職員向けセミナー（10時間相当）

 赤本・青本・緑本通読セミナー（20時間相当＋α）

 1日集中講座シリーズ！（30時間相当）
（稼働率、人材確保、管理職養成、実地指導、ケアマネジメント等）

 令和3年度介護報酬改定セミナー（10時間相当）

 リーダー、相談援助職のための説明力向上講座（5時間相当）

 最新情報＆トピックス「マンスリー・ジャーナル」（20時間相当）

 工藤ゆみさんのコミュニケーション力向上講座（20時間相当）

 進絵美さんの面談スキル向上講座（5時間相当）

 吉村ＮＳの看護セミナー（5時間相当）

 ケアマネジャー受験対策セミナー（15時間相当）
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管理職養成ベーシック2024

53

■毎月1回90分＋Q&A（セミナー＆後日動画）

１．管理職の仕事とは～心構えと身につけるべきスキル～

２．業務の全体像とその管理～何を見て､何を管理するのか？～

３．｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

４．｢業務の標準化｣と信頼性と確実性の高い｢教え方の技術｣

５．1対1に強くなる！個別面談（職員を知る）

６．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：メンテナンス編）

７．1対1に強くなる！個別面談（定例面談：育成・指導編）

８．チームで成長する！｢会議｣｢研修｣｢情報共有｣の具体策

９．｢業務改善｣の具体策～作戦と手順、反対意見に立ち向かう～

10. 通常業務を制する！タイムマネジメント

11. ｢目標設定･計画立案｣と｢目標絶対達成｣の考え方と技術

12．まとめ ～1年を振り返って～
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管理職養成ベーシック 年間受講
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■特典動画21本！●万円相当プレゼント！（1年コースお申込みの方）
・パワハラにならない指導の具体策
・業務の個別化、ケアマネジメント
・リスクマネジメントの基礎
・虐待防止の基礎
・身体拘束防止の基礎
・クレーム対応の基礎
・新人研修の方法
・法令遵守、運営指導の基礎
・労務管理の基礎
・稼働率向上の基礎
・ACGs「事業所運営編7本」
環境／接遇／生活の安定と安全／楽しみ・喜び／家族・地域
事業所の維持／チームワーク

・ビジネススキル3本（ロジカル＆クリティカルシンキング
アイデア創出・問題解決）

・「7つの習慣」勉強会動画
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生産性向上＆業務改善
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■毎月1回90分＋Q&A（1年間：セミナー＆後日動画）

１．生産性向上について～全体像を把握して抵抗感を減らす～

２．生産性向上計画の進め方～業務改善の内容と具体的方法～

３．①職場環境の整備～５S活動について～

４．②業務の明確化と役割分担

～業務全体の流れ、役割分担、テクノロジーの活用～

５．③手順書の作成～業務の標準化、属人的にしない具体策～

６．前半を終えて～Q&A、意見交換～

７．④記録・報告様式の工夫～記録の書き方､タブレット活用～

８．⑤情報共有の工夫～ノートや朝礼、インカムなどの活用～

９．⑥OJTの仕組みづくり～教える内容と教え方の技術～

10．⑦理念・行動指針の徹底～判断基準がわかるようになる～

11. 改めて生産性向上計画の全体像と進め方

12． 全体を終えて～Q&A、意見交換～
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生産性向上＆業務改善
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■特典動画16本！ ●万円相当 ※1年コースお申込みの方

・管理職養成講座（全12回）より以下3本

管理職の仕事とは～心構えと身につけるべきスキル～

業務の全体像とその管理～何を見て､何を管理するのか？～

｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

・パワハラにならない指導の具体策

・業務の個別化、ケアマネジメント

・新人研修の方法

・ACGs「事業所運営編7本」

環境／接遇／生活の安定と安全／楽しみ・喜び／家族・地域

事業所の維持／チームワーク

・ビジネススキル3本（ロジカル＆クリティカルシンキング

アイデア創出・問題解決）
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CM･相談員｢質の向上｣&｢省力化｣
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■毎月1回90分＋Q&A ※セミナー＆後日動画

１．ケアマネジメントを学び直す必要性について

介護報酬改定内容、自立支援、尊厳の保持を中心に

２．課題分析（アセスメント）項目の解説

３．生活歴・生活習慣の把握と活用／ニーズ抽出と目標設定

４．ケアプラン立案／課題整理総括表

５．サービス担当者会議／モニタリング／支援経過

６．運営指導とケアプラン点検の基本

７．運営指導対策その１（運営基準編）

８．運営指導対策その２（算定基準編）

９．運営指導対策その３（居宅サービスの活用編）

10．運営指導対策その４（必要書類整備が標準となる仕組み）

11．居宅介護支援事業所の管理運営 その１

12．居宅介護支援事業所の管理運営 その２
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CM･相談員｢質の向上｣&｢省力化｣
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■特典動画25本！！！●万円相当のプレゼント（1年コースお申込みの方）

・令和6年度介護報酬改定 居宅介護支援全解説

・クレーム対応の基礎

・カスタマーハラスメント対応の具体策

・リーダー＆相談援助職のための説明力向上講座より

重要事項説明書の内容と説明のポイント／廃用症候群の悪循環について

・進塾（面談スキル向上講座）より

・「管理者･リーダーが身につけたい！話し方･伝え方のスキル」

～話し方・伝え方「10」の型とコツ～

・管理職養成講座（全12回）より以下2本

管理職の仕事とは～心構えと身につけるべきスキル～

｢ルール｣と｢コミュニケーション｣でチームを再点検！

・適切なケアマネジメント手法（10本）

・ケアプラン点検支援マニュアルの解説

・居宅サービス計画記載要領の解説

・ビジネススキル3本（ロジカル＆クリティカルシンキング

アイデア創出・問題解決）
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専門職の必須科目！
｢コミュニケーション&面談スキル｣

工藤さん担当
「コミュニケーションスキル」

進さん担当
「面談スキル」

6月①ネガティブな感情に
振り回されない思考法

5月①客観視するスキル

8月②人の心が読めるようになる
【聞き方】の鍛え方

7月②正しく聴くスキル

10月③工藤ゆみの
認知症ケアの視点

9月③本質を問うスキル

1月④リーダー・管理職を
選ぶ視点、育てる視点

11月④現実を見せるスキル

2月⑤スタッフの成長を促す
質問力

12月⑤行動を変えるスキル
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専門職の必須科目！
｢コミュニケーション&面談スキル｣
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■特典動画●本！ ●万円相当 ※1年コースお申込みの方
・面談スキル向上講座（進塾）全5回
自己理解／他者理解／自己理解の支援／自立支援／相談援助の役割（価

値）
→第1期、第2期、第6期（最新版）

・工藤さんのコミュニケーションとストレスケア（全11回）
強みの発掘・活用／信頼を得るコツ／困りごとを知る／伝わる話し方
ストレスの基礎知識／思考の癖と行動変容／メンタルケア／アドラー心理学

・管理職のための対職員コミュニケーション力向上講座(全11回)
価値観／正しく聴く／境界線／アサーション／リーダーの成長／目標達成

・管理職､指導者向けアドバンス講座（全6回）
・一般職向けコミュニケーションマスター（全6回）
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様々な活用法
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１．単発受講（セミナー＆動画など）

２．年間の研修計画に入れる（※法人向け）
事前学習動画としての活用も効果的！階層別／職種別など

３．【NEW！法人限定】個別テーマコース（年会費制）
経営／管理／ACGs／CM／稼働／人材／法令／ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ等

４．【NEW！】根っこを鍛える！（無料！）
経営者・管理者向け勉強会／７つの習慣勉強会

５．リーダーズ・プログラム（年会費制、３コース）
セミナー＆動画＆マニュアルのサブスク＋コミュニティ機能
最上位コースは「個別コンサルティング付き」
→コミュニティの力、行動＋成果につなげる
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介護と介護事業を守り､よくする｢事業経営＆教育インフラ｣

リーダーズ・プログラム！（年会費制）
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１．毎月10～15本の新着セミナー＆QA

２．経営から現場までを網羅した動画コンテンツ

2024年10月現在で500本超！ショート動画も好評

３．毎年のシリーズ企画

管理職養成､生産性向上､ACGs､医療知識､ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ

中核職員養成講座など

４．各種グループコンサルティング

Q&A、情報交換、意見交換の機会として

｢知識・情報｣を｢行動・成果｣につなげるために

月1回QA30分、月1回QA90分、

月1回PDCA120分､月1回45分個別コンサルティング
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スペシャル特典！！！
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１．週１のご案内メール

２．各種シート（Excel等）

３．便利機能満載！会員サイト

４．介護技術マニュアル（非売品）

チェックリスト60＋動画43本（3時間）

５．チャットワークグループ参加権

６．初回30分のスタートアップ面談

７．月１回のグループコンサルティングに

社労士さんも参加！（不定期）

８．コース研修参加権（同法人からは2名まで）
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内容空欄介護と介護事業を守り､よくする！

事業経営＆教育インフラ

●組織図●基準･マニュアル●PDCA●ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
事業経営の仕組み化パッケージ！

●研修●動画●グループコンサルティング
基礎の知識･情報から行動･成果を導く教育のベース！

リーダーズ･プログラム2024
強く、熱いミッションの実現と

あたたかい組織づくりに貢献します
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「７つの習慣」実践会（予定）

66

大人数制（法人職員向け）
日中：14時～17時

少人数制（6名限定）
夜間：19時～22時

ー第1回（模擬）6月

ー第2回・第3回（模擬）7月

ー第4回（3日）第5回（25日）8月

ー第6回（8日）→15日に変更9月

第1回（4日）ｲﾝｻｲﾄﾞｱｳﾄ第7回（13日）winwin考える10月

第2回（29日）7つの習慣第8回（17日）理解に徹し11月

第3回（26日）主体的第9回（29日）理解される12月

第4回（14日）終わり描く第10回（19日）シナジー1月

第5回（6日）最優先事項第11回（16日）刃を研ぐ2月

第6回（26日）相互依存第12回（16日）年間計画3月
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実践会へのお誘い
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■ご参加頂くにあたってのルール

・｢7つの習慣（完訳版）｣の書籍(紙)を用意すること

・事前に該当箇所を読んでくること

・実践会テキスト(4ページ程度)を事前に印刷すること

・zoomで開催しますが

移動中などでなく、落ち着いた環境で、顔出し声出し参加

※1人1台のデバイス、できればPCで

・欠席、遅刻、早退なし

・終了後、アンケートにご協力頂く

※参加費用は1回3,000円（税別）です

※少人数制は6名、大人数制は20～30名を予定（先着順！）

※どの回からでも参加頂けます！繰り返し受講が有効！
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内容こちらも是非ご覧くださいませ！
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アンケートにご協力お願いします！
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アーカイブ視聴と
資料請求は
2月26日まで！
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内容マンスリー・ジャーナル

■次回は

３月２６日（水）２１時～
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YouTube限定LIVEで開催！
※FBグループ、LINE会員限定！
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マンスリー･ジャーナル（特集＆ニュース）
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ご清聴ありがとうございました！
また次回、ご参加下さいませ(^^)/

榊原 宏昌


